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（写真提供　迫桜高校写真部）後藤　忠義さん(鶯沢)・近藤　富士子さん(金成)

９㌻
｢私もひとこと｣

４㌻

18㌻

キャンプ場の運営など１8人が登壇

決算審査 ここが聞きたい
２㌻まちづくりの決算を認定

令和４年度

一 般
質 問

市議会だより市議会だより
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９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
12
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
18
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
栗
原
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部

改
正
条
例
や
、
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計
の
決
算
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
集
中
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

民
生
費
は
、
妊
婦
、
出
生
の

届
出
を
お
こ
な
っ
た
世
帯
な
ど

に
対
し
、
出
産
育
児
関
連
用
品

の
購
入
費
用
助
成
を
目
的
と
す

る
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

支
給
事
業
な
ど
に
よ
り
１
２
３

億
７
２
３
２
万
円
。

教
育
費
は
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
改
修
等
事
業
、
少
人
数
学

級
推
進
事
業
な
ど
に
よ
り
46
億

８
６
３
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
、
13

億
７
６
５
３
万
円
と
な
り
ま
す

が
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
額
が
１

億
２
１
０
０
万
円
で
、
実
質
収

支
は
、
12
億
５
５
５
３
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
、
令
和
３
年
度
に
比

べ
、
市
税
は
２
億
９
３
８
９
万

円
増
の
76
億
７
０
５
６
万
円
。

地
方
交
付
税
は
、
１
億
２
３
８

５
万
円
減
の
１
８
８
億
２
８
１

万
円
。
県
支
出
金
は
、
６
億
７

４
８
３
万
円
減
の
22
億
３
７
６

３
万
円
。
市
債
は
、
18
億
１
１

０
０
万
円
減
の
28
億
７
２
３
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
、
総
務
費
に
お
い
て
、

公
共
施
設
な
ど
を
計
画
的
に
管

理
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
公

共
施
設
最
適
化
事
業
な
ど
に
よ

り
61
億
８
３
６
４
万
円
。

歳入
474億
8,066万円

歳

令和4年度一般会計 12億5,553万円の黒字

出
461億
413万円

令
和
４
年
度

一
般
会
計
の
決
算

令
和
４
年
度 

決
算

決　算

令和４年度決算の審議状況
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議会インターネット
中継委託料  175万円

議員報酬
 　１億5,215万円

費用弁償
　　　４１２万円

議会だより
　　　４３９万円

（単位：円）

市民１人当たり支出額
２８円

市民１人当たり支出額
２,４２８円

令和４年度「政務活動費」の収支一覧表

市民１人当たり支出額
６６円

市民１人当たり支出額
７０円

※市民１人当たりの支出額は令和５年３月末
　現在の栗原市の人口で計算しています。

・令和４年度は、資料作成費、広報広聴費、会議費、人件費、要請・陳情活動費に対しての支出はありませんでした。
・栗原市では申請を行った会派に、議員１人あたり月額２万５, ０００円を交付しており、使わなかった金額は年度末に返還することになります。
・日本共産党栗原市議団は政務活動費を申請していません。
・菊地広志議員、菅原麻紀議員は年度途中で会派に所属したため所属前に支出した金額が計上されています。

ピックアップ
一般会計

議会の決算を見る

会派または
議員名

市民
くりはら

新清流
政策

フォーラム
立憲・社民
フォーラム栗原

五十嵐勇 三浦善浩 尾形勝通 菊地広志
※会派所属

菅原麻紀
※会派所属

合　計

人　　　数 6 人 5 人 4 人 2人 1人 1人 1人 （1人） （1人） 20 人

交付決定額（当初） 1,200,000 1,200,000 1,200,000 600,000 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000 5,700,000

交付決定額（最終） 1,200,000 1,350,000 1,200,000 600,000 300,000 300,000 300,000 100,000 125,000 5,475,000

支
出
項
目

調査研究費 388,975 436,860 269,490 97,986 0 105,176 7,300 114,354 1,420,141

研 修 費 33,270 61,540 94,810

資料購入費 11,110 103,540 14,108 128,758

事 務 費 26,856 26,856 53,712

支　出　額 388,975 481,240 296,346 26,856 97,986 165,080 119,284 7,300 114,354 1,697,421

返　還　額 811,025 868,760 903,654 573,144 202,014 134,920 180,716 92,700 10,646 3,777,579

議　　会
―議会費―

○議員報酬
　　1億1,451万円
○議会だより印刷製本費
　　　　  368万円
○インターネット中継
　システムの委託料
　　　　  179万円

総額

総額

総額 総額 総額

45億8,736万円

6,101万円

18億8,671万円 58億1,868万円 65億5,107万円

総額総額 総額 総額 総額

総額

52億4,641万円 171億7,374万円 53億2,028万円 27億8,447万円

25億5,443万円

2億6,564万円

総　　務
―総務費―

○庁内ネットワーク
　無線化の推進
　　     4,560万円

○100円バス・デマ
　ンド交通の実施
　   3億5,528万円

○若者定住の促進
　　　  5,297万円

福　　祉
―民生費―

〇若柳幼保連携型認定
　こども園整備事業
　　　　１億６万円

○子育て応援医療費助成金
　　　 ２億69万円

○子育て支援金支給
　　　  1,642万円

健康・衛生
―衛生費―

○大崎市民病院救命救急
　センター運営の負担金
　　　  4,996万円

○風しん予防対策
　　　　  739万円

―農林水産業費―

建　　設
―土木費―

○道路の安全維持管理
　10億9,289万円

○市道の新設および
　改良
　  3億9,333万円

○公園の整備
　　    4,477万円

労　　働
―労働費―

○シルバー人材
　センターの補助金
　　　  1,074万円

○勤労者ライフ
　ローンの貸付金
　　　  5,000万円

防　　災
―消防費―

○消防指令センター
　指令装置の更新
　　1億7,182万円

○消防自動車等整備
　　　  8,170万円

教　　育
―教育費―

○学校ＩＣＴ環境の
　推進
　　9億1,788万円

○若柳公民館の整備
　　　4億798万円

○スクールバス運行
　　6億6,147万円

その他
―災害復旧・公債費―

○災害復旧費
　10億2,298万円

○公債費
　55億2,809万円

※主な事業を掲載しています。  ※万円未満四捨五入

５年間の一般会計歳出決算の推移市債（借金）と基金（貯金）の状況
一般会計

市 債
（借金）

432億5,479万円

69万177円
市民1人あたり

基 金
（貯金）

222億883万円

35万5,634円
市民1人あたり

令和５年３月末人口 : ６万2,672人

※金額などは市の決算概要より引用しています。
※市債は国の交付税が算入（339億9,470万円）される分も含まれています。

農林水産

商工・観光
―商工費―

○新型コロナウイルス
　感染症拡大防止協力金
　　　  9,010万円

○Ｇｏ湯くりはら温泉
　７割引キャンペーン
　　   1億676万円

○農林漁業者経営
　継続の支援
　　　  5,626万円

○野生鳥獣の対策
　　　  1,534万円

○くりはら和牛の郷づくり
　支援強化事業補助金
　　　  2,521万円

こんなふうに使われた市のお金

R３年度R２年度R元年度H30年度

435億
3,347万円

522億
4,979万円

440億
9,993万円

R４年度

450億
8,259万円借金

貯金

461億
413万円

決　算
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決算審査

　
全
国
的
に
令
和
３
年

度
よ
り
令
和
４
年
度
が

1.2
倍
の
件
数
、
金
額
に
な
っ
て

い
る
が
、
栗
原
市
は
予
算
に
比

べ
て
３
０
０
０
万
円
の
減
額
に

な
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

　

返
礼
品
の
数
や
種
類

が
少
な
い
こ
と
、
窓
口

と
な
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
も
少

な
い
と
も
感
じ
て
い
る
。
令
和

５
年
４
月
よ
り
事
業
者
に
直
接

行
っ
て
、
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
努
力
し
て
い
る
。
ま
た
、

新
し
い
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
協

議
も
重
ね
て
い
る
。

　
立
木
売
り
払
い
収
入

と
な
る
市
有
林
は
植
林

を
し
て
い
る
の
か
。

　

市
所
有
の
森
林
は
５

年
計
画
で
植
林
し
て
い

る
。

　

令
和
４
年
度
の
当
初

予
算
は
４
０
０
０
万
円

だ
が
、
決
算
額
は
６
４
０
万
円

と
な
っ
た
。
要
因
は
何
か
。

　

一
迫
、
花
山
地
区
を

間
伐
予
定
だ
っ
た
が
、

入
札
不
調
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

収
入
額
は
令
和
３
年
度
に
間
伐

し
、
令
和
４
年
度
に
販
売
さ
れ

た
分
で
あ
る
。

　
道
路
の
舗
装
打
換
や

穴
の
開
い
た
と
こ
ろ
は
、

す
ぐ
対
応
で
き
る
仕
組
み
か
。

　

危
険
箇
所
に
つ
い
て

は
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で

情
報
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、

本
庁
や
支
所
で
も
す
ぐ
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
箇
所
や
件
数
は
決
ま

っ
て
い
る
の
か
。

　

設
置
箇
所
は
４
月
に

区
長
に
聞
き
取
り
、
警

察
と
相
談
の
上
、
現
地
確
認
を

し
て
決
め
、
件
数
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
税

収
減
だ
と
い
う
が
、
ど

の
く
ら
い
減
収
に
な
っ
た
か
。

　

前
年
度
よ
り
５
８
０

０
万
円
減
っ
て
い
る
。

要
因
と
し
て
は
、
米
価
の
下
落

と
持
続
化
給
付
金
の
終
了
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
固
定
資
産
税
収
入
が
、

増
え
て
い
る
要
因
は
何

か
。

　

中
小
企
業
の
固
定
資

産
軽
減
措
置
が
令
和
３

年
度
の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
令

和
４
年
度
は
８
２
０
０
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
る
。

問

問

問

問

問

問問 答

答

答

答

答

答

答

歳　入 歳　入

生　活 ふるさと納税

決 算 審 査

聞ここ
が きたい

相馬勝義　委員長



　

令
和
４
年
度
は
、「
市
民

が
創
る
く
ら
し
た
い
栗
原
」

の
実
現
に
向
け
、
子
育
て
施

策
、
教
育
環
境
の
整
備
な
ど

の
ほ
か
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事

業
に
取
り
組
ま
れ
た
。

　

近
年
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
や
商
業

従
事
者
の
後
継
者
不
足
に
よ

る
空
き
家
店
舗
等
の
増
加
、

さ
ら
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
存
続
が
困
難
に
な
り
つ

つ
あ
る
状
況
も
見
受
け
ら
れ

る
。
行
政
の
み
で
は
解
決
で

き
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い

る
現
状
で
あ
り
、
市
民
と
の

協
働
に
よ
る
取
り
組
み
が
ま

す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

厳
し
い
財
政
運
営
は
、
今
後

も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
と
行
政
が
相
互
理
解
の

も
と
、
市
民
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
仕
組

み
を
確
立
し
、「
市
民
が
創

る
く
ら
し
た
い
栗
原
」
の
実

現
を
目
指
し
て
第
２
次
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
に
基
づ

く
事
業
推
進
に
期
待
す
る
。

財
政
状
況
は
、
財
源
の
確
保

や
、
事
業
の
選
択
と
集
中
に

よ
り
、
確
実
に
健
全
化
が
図

ら
れ
て
き
た
。
令
和
４
年
度

は
、
健
全
化
判
断
比
率
の
さ

ら
な
る
改
善
が
見
ら
れ
た
も

の
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
物
価
高

騰
の
影
響
か
ら
、
光
熱
水
費

な
ど
の
管
理
費
が
増
加
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
も

厳
し
い
財
政
状
況
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
将
来
に

わ
た
り
安
定
的
な
財
政
運
営

が
行
え
る
よ
う
、「
第
３
次

栗
原
市
行
政
改
革
大
綱
」
に

よ
る
取
り
組
み
を
着
実
に
実

行
し
、
必
要
な
財
源
の
確
保
、

事
業
の
見
直
し
や
選
択
と
集

中
に
よ
る
歳
出
の
重
点
化
に

一
層
努
め
ら
れ
た
い
。

審
査
意
見

代
表
監
査
委
員
　
武
田
　
孝
一

決算
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決算審査

　
特
定
不
妊
治
療
が
対

象
に
な
っ
た
人
数
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

　

延
べ
15
人
で
あ
り
、

実
人
数
は
14
人
で
あ
る
。

　
赤
ち
ゃ
ん
用
品
助
成

金
の
金
額
は
い
く
ら
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
形
で
助
成

し
て
い
る
の
か
。

　

３
０
０
０
円
の
ク
ー

ポ
ン
券
で
12
か
月
分
を

助
成
し
て
い
る
。
券
の
額
面
以

下
だ
と
お
つ
り
が
出
な
い
形
で

あ
る
。

　
公
園
の
除
草
作
業
は

ど
こ
が
窓
口
に
な
っ
て

い
る
か
。
頻
度
は
ど
の
程
度
か
。

　

窓
口
は
各
総
合
支
所

と
な
っ
て
い
る
。
大
き

さ
に
よ
り
異
な
る
が
、
年
に
２
、

３
回
は
、
刈
り
取
り
作
業
を
し

て
い
る
。　

天
気
に
よ
り
草
刈
り

の
頻
度
が
変
わ
る
と
思

う
が
、
遠
隔
操
作
が
で
き
る
草

刈
り
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
購
入
す

る
予
定
は
な
い
の
か
。

　

現
在
、
購
入
予
定
は

な
い
が
、
検
討
し
た
い

と
思
う
。

　
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
設
置
は

何
か
所
に
な
る
か
。

　

ハ
イ
ル
ザ
ー
ム
栗

駒
、
く
り
こ
ま
コ
テ
ー

ジ
、
温
湯
山
荘
、
花
山
少
年
旅

行
村
（
コ
テ
ー
ジ
、
キ
ャ
ン
プ

場
）
延
年
閣
の
６
か
所
に
な
る
。

　
Ｃ
Ｍ
の
観
光
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
電
波
料
金

は
い
く
ら
で
、
い
つ
ま
で
放
映

し
た
分
な
の
か
。

　

５
５
０
万
円
で
９
月

か
ら
１
月
ま
で
の
放
映

分
に
な
る
。

　
基
準
以
外
で
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
乗
車
を
認
め

て
い
る
学
校
数
、
人
数
は
ど
の

く
ら
い
か
。

　

ほ
ぼ
す
べ
て
の
学
校

で
認
め
て
い
る
。
人
数

は
１
４
８
人
（
学
校
再
編
に
よ

る
人
数
も
含
む
）
で
あ
る
。

　
距
離
数
は
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。
特
例
は
あ

る
の
か
。

　

基
本
的
に
距
離
数
は

決
ま
っ
て
い
る
が
、
構

成
し
て
い
る
集
落
単
位
で
し
っ

か
り
調
べ
て
細
か
く
決
め
て
い

る
。

問

問

問

問

問問

問問 答

答答

答

答

答

答

答

教　育 公　園

観　光 子育て


